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論 文 内 容 の 要 旨

 胆道末端部は解剖的のみならず，生理的にも非常に穫

雑な機能を有しており，特に胆管末端部および乳頭括約

筋が正常な機能を有するかどうかは機能的に検索しなく

ては理解できず，したがって，この部の機能的検査が極

めて重要になってくる．

 著者は胆道末端部の機能判定を従来の胆管内圧の測定

のみでなく，内圧下降時間を考慮することにより，より

精密に判定できると考えた．測定方法はMallet－Guys氏

法を改良し，生食水の定量定圧注入法を採用，また総胆

管カニューレーションチューブに独自のこ重管を作製，

これにより，注入圧と胆管内圧変化が別々の曲線に描か

れ，二二および内圧下降曲線がより正確に測定できるよ

うに工夫し，胆石症手術症例125例を対象として研究を

行なった．

 胆管内圧（残圧）測定では，胆管，膵及び十二指腸の

異常のみられない症例の測定値を標準偏差で求め，5

cmH20～12cmH20を正常値とし，種々の総胆管所見と

比較検討した結果，胆管径，X線学的総胆管末端像との

関連性はみられなかったが，結石存在部位別にみると，

胆管内に結石を有する胆管型，肝内型で異常高値を示す

症例が多数を占めていた．しかしながら，これらの胆管

内結石血石後の胆管内圧は，ほとんどの症例が正常に戻

り，論定を他の臨床検査成績と比較する際には，胆管内

結石の有無を明確に区別しなけれぽならない．

 また，経静脈的胆道造影と残圧との関係をみると，造

影能良好例の多くが正常値内であった．

 生食水注入負荷により上昇した内圧が残圧に戻る時

間，すなわち内圧下降時間は，従来は各症例により，ほ

ぼ一定であると考えられてきた．しかし著者は同一症例

に於いても各注入毎に得られる下降時間に微妙な差異が

みられるのに注目し，下降時間正常値8秒～20秒を基準

に1型（正常型），皿型（漸次二進型），皿山（漸次遅延

型，遅延型），IV（不規則型，階段型）の4型に分類しえ

た．そして，この内圧下降曲線分類を種々の検査成績と

比較し，新しい知見を得た．結石存在部位別にみると，

1型の多くは胆管内に結石のない胆嚢型であり，たとえ

胆管内三石症例であっても，他の検査成績に於いて，胆

汁流出障害の認められないものに限られていた。また，

IV型は胆管内鉱石症例にのみ，みられた事は注目され

た．

 総胆管所見との比較では，術中総胆管切開時，総胆管

壁の肥厚のない正常例の大部分は1型を示し，中等度肥

厚例，高度肥厚例になるにつれ，皿型，皿型の占める比

率が増加していた．また，X線学的総胆管末端像との関

連性に於いて，正常の筆先型及びカントン型を除く，

他の粗薦型：硬化筆先型，硬化針状型の3型では，やは

り，H型，皿型を占める比率が多かった．

 乳頭部組織像は皿型に於いて線維化変化を伴う症例が

多かった．

 つぎに，アンケート等によって得られた術後遠隔成線

を術中の胆管内圧測定成績および内圧下降曲線分類と比

較検討すると，前者とはあまり関連性はみられなかった

が，後者に於いて，胆管末端部機能異常を有する皿型も

しくは皿型で，かつ末端部に対し何ら付加手術をほどこ
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していない症例に有症状例が多くみられた．これらの事

より，胆管内結石裁石後なお内圧下降曲線がH型，皿型

を示す症例においては，末端部に胆汁流出障害の存在が

考えられる．したがって臨床的には他因子すなわち，胆

管壁が肥厚している時，結石の種類がビ系石である時，

それに末端籐が粗穐型または硬化針状型を示す際には，

経十二指腸乳頭形成術をはじめとする胆道ドレナージ手

術の適応と考える．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は胆管内圧と胆道末端部の機能との関係を研究したもので，胆道外科における術式の決定の指針

の一つとなるものであり，学術上価値あるものと認める．
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